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原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
は
７
月
３

日
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制

基
準
に
対
す
る
「
見
解
」
を
発
表
し
、

今
回
の
基
準
は
、「
福
島
第
１
原
発

の
事
故
を
教
訓
に
し
て
…
…
」
と
い

い
な
が
ら
、
実
際
は
“
も
う
少
し
対

策
を
取
れ
ば
原
発
は
事
故
を
起
こ
さ

事
故
が
発
生
し
非
常
用
復
水
器
や
原

子
炉
隔
離
時
冷
却
シ
ス
テ
ム
、
非
常

用
炉
心
冷
却
装
置
な
ど
が
機
能
を
失

っ
た
場
合
の
安
全
確
保
対
策
と
し
て

「
代
替
注
水
設
備
」「
早
期
・
大
容
量

の
代
替
注
入
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
る

が
、
巨
大
地
震
や
津
波
が
発
生
し
た

な
い
”
と
い
う
新
た
な
“
安
全
神
話
”

に
基
づ
く
“
再
稼
動
あ
り
き
”
の
審

査
基
準
に
な
っ
て
い
る
と
厳
し
く
批

判
し
、
新
規
制
基
準
に
基
づ
く
原
発

の
審
査
、
再
稼
動
は
止
め
る
べ
き
だ

と
要
求
し
ま
し
た
。

「
見
解
」
は
第
１
に
、
原
子
炉
で

場
合
、
そ
れ
ら
の
非
常
用
施
設
が
損

傷
し
な
い
保
障
は
ど
こ
に
も
な
い
こ

と
を
あ
げ
、
第
２
に
、「
五
重
の
壁
」

な
ど
こ
れ
ま
で
の
“
多
重
防
御
”
に

代
わ
っ
て
、
今
回
は
「
深
層
防
御
の

考
え
方
」(

何
層
も
の
対
策)

を
強

調
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
原
子
炉
施
設

の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
と
い
う
が
、

そ
の
内
容
は
第
１
項
で
見
た
よ
う
に

巨
大
な
地
震
や
津
波
の
発
生
の
前
に

は
成
り
立
た
な
い
対
策
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

７
月
31
日
、
前
衆
議
院
議
員
の

吉
井
英
勝
氏
を
講
師
に
し
た
学
習

会
「
新
規
制
基
準
を
斬
る
―
『
抜
け

穴
』
を
ど
う
読
み
解
く
か
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
吉
井
氏
は
、

新
規
制
基
準
に
つ
い
て
「
福
島
第
一

原
発
の
事
故
原
因
が
究
明
さ
れ
て
い

な
い
の
に
、
な
ぜ
原
子
炉
を
運
転
で

き
る
基
準
と
な
る
の
か
」
と
批
判
し
、

ま
た
、
内
容
面
で
も
「
旧
『
原
子
力

委
員
会
』
が
決
め
た
『
立
地
指
針
』

が
明
確
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
立
地
指
針
』
を
取
り
入
れ
る
と
全

原
発
が
不
適
合
と
な
る
か
ら
だ
」
と

問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

加
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
当
日
は
約
70
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
吉
井
氏
は
講
演
の
中
で
、

新
規
制
基
準
を
急
い
で
確
定
す
る
背

景
に
は
、
２
０
０
６
年
～
２
０
０
７

年
の
第
一
次
安
倍
内
閣
か
ら
民
主
党

政
権
時
代
も
含
め
て
「
原
発
輸
出
」

が
経
済
政
策
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

輸
出
の
た
め
に
は
輸
出
先
の
若
者
を

招
い
て
原
発
に
つ
い
て
の
実
習
を
積

ま
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
再
稼
動
が
急
が
れ
て
い
る
、
ま
さ

に
「
原
発
の
輸
出
」
と
「
再
稼
動
」

は
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、『
立
地
指
針
』
が
削
除
さ

れ
た
理
由
と
し
て
、
福
島
第
１
原
発

の
敷
地
境
界
で
の
年
間
積
算
線
量
が

９
５
６
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
達
し
、

苛
酷
事
故
を
起
こ
せ
ば『
立
地
指
針
』

が
示
す
同
２
５
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
て
し
ま
っ
て
設
置
認
可
が
出

せ
な
く
な
る
か
ら
だ
と
述
べ
、
さ
ら

に
過
酷
事
故
対
策
で
の“
深
層
防
御
”

の
世
界
標
準
は
第
１
層「
発
生
防
止
」、

第
２
層
「
拡
大
防
止
」、第
３
層
「
影

響
緩
和
」、
第
４
層
「（
原
子
炉
の
）

異
常
を
緩
和
で
き
ず
過
酷
事
故
に
な

っ
て
も
対
応
で
き
る
」、第
５
層
「
異

常
に
対
応
で
き
な
く
て
も
人
を
守

る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
日
本
は
第
３
層
ま
で
し
か
考
え
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
問
で
は
、
福
島
第
一

原
発
で
汚
染
水
の
海
洋
へ
の
放
出
が

続
い
て
い
る
問
題
、
使
用
済
み
核
燃

料
や
原
発
事
故
の
処
理
コ
ス
ト
の
問

題
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
有
意
義

な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
中
村　

毅
）

（
次
頁
最
下
段
に
つ
づ
く
）

学
習
会
を
主
催
し
た
の
は
、
電
力

労
働
運
動
近
畿
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
参

再
稼
動
を
急
ぐ
背
景
に「
原
発
輸
出
」政
策

新
規
制
基
準
の
学
習
会
で
吉
井
氏
が
指
摘

新
た
な
《
安
全
神
話
》に
よ
る
再
稼
動
は
許
さ
れ
な
い

新
た
な
《
安
全
神
話
》に
よ
る
再
稼
動
は
許
さ
れ
な
い

新
規
制
基
準
に
つ
い
て
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
が「
見
解
」


